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令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
市
政
発
展
に
格
別
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
市
長
に
就
任
以
来
、
能
登
半
島
地
震
か

ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
課
題
と
し
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
１
日
も
早
く
安
心
し
た
暮
ら
し
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
と
い
っ
た
本
市
を
取
り
巻
く
課
題

の
解
決
と
更
な
る
発
展
に
向
け
「
未
来
づ

く
り
」「
地
域
づ
く
り
」「
産
業
づ
く
り
」

の
３
つ
を
政
策
の
柱
と
し
て
、
市
政
運
営

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の

市
民
の
皆
様
の
市
政
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
本

市
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
林
前
市
長
の

ご
逝
去
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
が
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
旧
・

復
興
が
一
歩
一
歩
進
ん
だ
１
年
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
に
は
本
市
で
２
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
た
春
の
全
国
中
学
生
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
西
條
中

学
校
男
子
が
見
事
に
連
覇
を
達
成
す
る
と

と
も
に
、
８
月
に
は
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
」
が
氷
見
の
大
空
を
舞
い
、「
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
市
民
の
皆
様
の
心
に

刻
ま
れ
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
が
私
た
ち

に
「
上
を
向
い
て
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
力

強
い
エ
ー
ル
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
午
年
。
ま
っ
す
ぐ
前
へ
進
む
力

強
さ
か
ら
、
事
業
が
発
展
す
る
年
、
努
力

が
実
を
結
ぶ
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
復
旧
復
興
へ

の
取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
策
定

を
進
め
て
い
る
「
第
３
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
本

市
の
強
み
で
あ
る
「
食
」
や
「
自
然
・
景

観
」
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
若
者
や
女
性

が
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
な
ど
、「
活
力
と

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
『
ひ
み
』
の
創
造
」
に

向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
本
市
の
限
り
な
い
発
展
と
市
民
の
皆

様
の
幸
せ
の
た
め
、
さ
ら
に
ギ
ア
を
上
げ

て
、
市
政
の
推
進
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
健
や
か
で
希
望
と
幸
せ
に
満

ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

氷
見
市
長菊

地
　
正
寛

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
氷
見
市

議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
し

い
年
の
始
ま
り
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
６
月
に
林
正
之

前
市
長
、
７
月
に
谷
口
貞
夫
市
議
会
議
員

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
生
前
、
市
政
の

発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
功
績
と
ご
労
苦
に

対
し
ま
し
て
、
改
め
て
深
い
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
震
災
か

ら
の
復
旧
復
興
と
い
う
お
二
方
の
強
い
思

い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
一
日
も
早

い
本
市
の
復
旧
復
興
と
更
な
る
発
展
に
、

本
市
議
会
と
い
た
し
て
も
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
氷
見
市
長
を
４
期
15
年
の
ほ

か
、
富
山
県
議
会
議
員
を
２
期
、
参
議
院

議
員
を
２
期
務
め
ら
れ
ま
し
た
堂
故
茂
前

参
議
院
議
員
が
政
界
を
引
退
さ
れ
ま
し

た
。
氷
見
市
長
と
し
て
の
数
多
く
の
ご
功

績
、
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
に
向
け
た
多

大
な
る
ご
尽
力
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
引
き
続

き
、
高
い
ご
見
識
に
よ
り
大
所
高
所
か
ら

ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
10
月
に
は
、
憲
政
史
上
初
と

な
る
女
性
の
首
相
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。
高
市
首
相
に
は
物
価
高
対
応
を
含
む

経
済
対
策
を
は
じ
め
、
地
方
創
生
に
向
け

た
支
援
策
な
ど
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
食
や
自

然
・
景
観
を
活
か
し
、
将
来
に
希
望
を

持
っ
て
若
者
や
女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
掲
げ
た
「
第
3

期
氷
見
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
が
新
た
に
策
定
さ
れ
ま
す
。
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
本
市
が
抱
え

る
課
題
を
解
決
す
べ
く
基
本
目
標
の
達
成

に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
に
取
り
組
む
中

で
、
本
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
施

策
の
実
効
性
・
有
効
性
に
対
し
厳
し
い

チ
ェ
ッ
ク
と
的
確
な
政
策
提
言
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
議
員
に
と
っ
て
本
年
は
、
４
年

任
期
の
最
後
の
年
と
な
り
ま
す
。
初
心
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、自
ら
が
襟
を
正
し
、自

ら
の
責
任
を
自
覚
し
た
上
で
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
行
政
運
営
が
実
現
さ
れ
る
よ

う
全
力
を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
改
め
ま
し
て
、
本
年
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

氷
見
市
議
会
議
長

正
保
　
哲
也

立山連峰から昇る朝日と唐島
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第20回春中ハンド　
西條中学校　連覇達成！
～2年ぶりに氷見市で開催～

ブルーインパルス　華麗に舞う
～希望の翼が氷見の大空へ～

4

1

林　正之 前市長ご逝去
～しめやかにお別れ～5

　令和 7年 6月 8日にご逝去された林 
正之前氷見市長を偲ぶ「お別れの会」が
執り行われました。市民の方々をはじ
め、多くの皆様にご参列やご献花をいた
だき、しめやかに最後のお別れが行われ
ました。

　令和7年「春の全国中学生ハンドボー
ル選手権大会」が2年ぶりに氷見市で開
催され、西條中学校男子が男子史上初の
大会連覇を達成しました。地元の学校の
活躍は、市民の皆様に元気と勇気を届け
てくれました。

災害公営住宅　栄町・北大町で起工
～被災された方々の生活の再建を後押し～3

　能登半島地震で被災された方のお住まいの再建のため、市内3か所
で建設する災害公営住宅が栄町・北大町地区で起工され、建設工事が
本格的に始まりました。いずれも令和8年秋ごろに入居開始を予定し
ています。
　また、令和8年3月頃には、3棟目を伊勢大町地区で着工する予定
としており、被災された方々の生活の再建と地域の復興に向けた取り
組みが動き出しました。

復興に向け、前進
～液状化対策、公費解体による安心・
 安全なまちづくり～2

　市では、能登半島地震に伴う液状化被害について、今後の安心・安
全なまちづくりに向けて、「宅地と道路・下水道など公共施設を含む
地区単位での液状化対策」を進めることとしました。対策工法は地下
水位低下工法を採用し、対策範囲は間島・栄町の一部、北大町の一部、
中央町・比美町の一部の計 13.5 ヘクタールとしました。維持管理費
については、関係自治体間で「住民負担ゼロ」とする方針で合意がな
されました。
　さらに、家屋等の公費解体については、特殊事例を除いて 11月末
までの進捗が 96%となり、安全で安心な暮らしの再建と復興に向け
た歩みを進めました。

　第53回ひみまつりでは、能登半島地震からの復興への願いを
込めて、富山県警察音楽隊の演奏とともに、航空自衛隊ブルー
インパルスの展示飛行が行われ、会場上空で約30分にわたり、
華麗なフォーメーションによる多彩な演目が披露されました。
　青空に美しい軌跡を描いたブルーインパルスの隊員からは
「上を向いて頑張ろう」との温かいエールが寄せられ、被災した
市民らは「希望と勇気をありがとう」と、復興への思いを胸に
笑顔を見せていました。
　この日、市内は大きな賑わいに包まれ、氷見の復興を後押し
するとともに、市民に大きな励ましと感動をもたらす象徴的な
一日となりました。

2025年
氷見市の

10大ニュース

4

　
菊
地
正
寛
市
長
は
、
11
月
で
就
任
か

ら
１
年
を
迎
え
、
被
災
者
の
生
活
再
建

と
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
全
地
区
で
「
ひ
み
未
来
づ

く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
す
る
な

ど
、「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」を
合
言

葉
に
、
新
し
い
市
政
の
方
向
性
を
示
し

ま
し
た
。

6
菊
地
氷
見
市
長
　
就
任
1
年

〜
震
災
復
興
と
未
来
づ
く
り
〜

液状化対策委員会

災害公営住宅起工式

春中ハンド決勝戦 林前市長お別れの会島尾青年団　大阪·関西万博で獅子舞披露

太陽光灘浦発電所ひみ花プロジェクト

芸術文化館来館者40万人
セレモニー

　
公
費
解
体
で
生
じ
た
空
き
地
を
活
用

し
た
「
ひ
み
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始

動
し
、
姿
地
区
、
新
道
地
区
（
栄
町
）、

加
納
町
（
北
大
町
）
の
住
民
等
が
、
景

観
の
保
全
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
、
そ
し
て
地
域
の
希
望
と
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

9
ひ
み
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

〜
地
域
の
希
望
と

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
〜

　
宇
波
地
区
で
、
氷
見
市
と
北
陸
電
力

な
ど
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
「
氷

見
ふ
る
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
手
掛
け

た
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
（
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
）
が
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
第

三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
所
は
北
陸
初
と
な
り
ま
す
。

8
太
陽
光
灘
浦
発
電
所

運
転
開
始

〜
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
〜

　
芸
術
文
化
館
で
は
、
落
語
や
舞
台
、

展
覧
会
、
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
趣

向
を
凝
ら
し
た
催
し
物
が
開
催
さ
れ
、

今
夏
開
催
の
「
氷
見
大
恐
竜
博
」
で
は

３
万
５
千
人
越
え
の
入
場
者
数
を
記
録

す
る
な
ど
、
開
館
か
ら
の
来
館
者
数
が

40
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

7
芸
術
文
化
館
　

来
館
者
40
万
人
突
破
！

〜
大
型
展
覧
会
が
大
々
盛
況
〜

　
大
阪
・
関
西
万
博
で
島
尾
青
年
団
が

獅
子
舞
を
演
舞
し
、
復
興
途
中
に
あ
る

氷
見
の
元
気
を
込
め
た
力
強
い
舞
を
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
「
論
田
・
熊
無
の
藤
箕
製
作

技
術
」
で
作
ら
れ
た
藤
箕
も
展
示
さ

れ
、
氷
見
の
伝
統
が
世
界
へ
発
信
さ
れ

ま
し
た
。

10
大
阪
・
関
西
万
博

氷
見
の
伝
統
を
つ
な
ぐ

〜
氷
見
の
伝
統
が
世
界
へ
発
信
〜

【
公
式
】
氷
見
市
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
は
、
ま
ち
の
話
題
を
動

画
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

2

3

4 510

89
ひみ未来づくりミーティング
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県西部消防指令センター
新しい消防指令システム
試験運用開始！

電話案内

変更後 ☎050-5846-7781
　　　　（変更前　☎22-9999）
※通話料は発信者の負担となります。

メール案内

登録方法

1/20～
開始！

【問合せ】　高岡市消防本部通信指令課　☎22-3131

　県西部消防指令センターが高岡市消防本部の新庁舎へ移転し、新しい消防指令システムの試験運用
を1月20日㈫から開始します。新しいシステムでは、災害状況等自動案内の変更と映像通報システム
Live119が導入されます。

　災害状況等自動案内は、火災や野火の情報、火災警報（注意報）の発令や解除などを電話、メール、
ホームページで案内し、案内エリアは県西部消防指令センター管内である高岡市、氷見市、砺波市、
小矢部市、南砺市となっています。

　電話番号が変わります。 　メール配信システム変更のため、以前のメー
ルサービスは利用できなくなります。受信を希
望される人は登録が必要となります。

② 仮登録メールが届くので、メール本文のURL
から本登録を行ってください。希望するエリ
アの災害案内を選択できます。　

③ 登録フォームに入力後、登録完了メールが届
いたら登録完了となります。

※ 迷惑メール対策で受信を制限されている人は、この
サービスのドメインを受信許可してください。

※ 利用にあたっての通信料は登録者の負担となりま
す。

① 受信を希望するメールアドレスか
ら空メールを次のアドレスへ送信
してください。
fi re.toyamakenseibu-fd

 @raiden2.ktaiwork.jp

ホームページ
　市のホームページ（行政情報）から
も確認できます。

災害状況等自動案内が変更になります

119番は緊急通報専用の番号です。
本当に必要な人の利用の妨げになる
ため、災害情報などの問い合わせには
使用しないでください。

指令センターからのお願い
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迅速な救急・消防活動のために、ご協力ください

【
問
合
せ
】　
地
域
防
災
課
　
☎
74-

8
0
2
1

利用開始までの流れ※アプリをダウンロードする必要はありません。

Live119は「株式会社ドーン」の商標です。

映像通報システム

映像で素早く伝える119番通報

　
冬
の
寒
さ
が
本
格
化
す
る
と
、
大
雪
の
可
能
性
も
高
ま
り
ま
す
。
大
雪
は
交
通

の
乱
れ
、
転
倒
な
ど
に
よ
る
け
が
の
リ
ス
ク
を
も
た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
車
の
ス

タ
ッ
ク
（
タ
イ
ヤ
が
空
回
り
し
て
動
け
な
く
な
る
現
象
）
な
ど
に
よ
る
立
ち
往
生
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

雪
道
で
ス
タ
ッ
ク
し
た
と
き

の
対
応

①
安
全
確
保

　
後
続
車
の
追
突
を
防
ぐ
た
め
、
ハ

ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
の
点
灯
、
三
角
停
止

版
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

②
脱
出
を
試
み
る

　
車
を
前
後
に
動
か
し
た
り
、
ス

コ
ッ
プ
で
雪
を
取
り
除
い
た
り
、
毛

布
や
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
を
駆
動
側
の
タ

イ
ヤ
の
進
行
方
向
に
設
置
し
て
、
脱

出
を
試
み
ま
し
ょ
う
。

③
助
け
を
呼
ぶ

　
脱
出
が
困
難
な
場
合
は
、
周
囲
の

人
や
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
助
け

を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　
降
雪
時
に
は
屋
根
や
雨
樋
に
雪
が

積
も
り
、
落
雪
や
凍
結
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。
特
に
屋
根
の
下
で
の
雪
か

き
は
落
雪
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　消防からのSMS（ショート
メッセージ）が届いたら本文
のURLにアクセスします。

　画面の案内に従って操作
し、撮影のための準備を行
います。

　画面中央の赤色のボタンをタップし、
撮影をスタートします。
※ 撮影中の通信料は通報者の負担となります。

映像通報システムLive119とは?
　映像通報システムLive119は、火災や事故、怪我
などで通報した際に電話で伝えにくい現場の状況を
スマートフォンで撮影して消防へ伝えることができ
ます。
　消防が必要と判断した場合に Live119 による撮
影をお願いします。
　詳しくは、市ホームページや市公式 YouTube を
ご覧ください。

市HP YouTube

大
雪
に
備
え
て
安
全
対
策
を
！

　
天
気
予
報
や
防
災
情
報
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。
大
雪
の
予
報
が
出

た
ら
、
早
め
に
必
要
な
準
備
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

事
前
の
情
報
収
集

1　
大
雪
の
日
は
視
界
が
悪
く
、
滑
り

や
す
い
路
面
に
な
り
ま
す
。
外
出
は

で
き
る
だ
け
控
え
て
く
だ
さ
い
。
や

む
を
得
ず
出
か
け
る
際
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
防
寒
対
策
を
行
う

●
滑
り
に
く
い
靴
を
履
く

●
車
の
場
合
は
チ
ェ
ー
ン
や
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
装
着
す
る

●
毛
布
や
ス
コ
ッ
プ
を
車
内
に
準
備

外
出
時
の
注
意

2
家
の
周
囲
の
安
全
確
保

3
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芸術文化館
イベント情報

芸術文化館2026年ラインナップ第1弾

【問合せ】 芸術文化館　☎30-3430 （9：00～22：00／休館日：水曜日、祝日の翌平日）

石川さゆりコンサート2026

・チケットfor LINE ・ローソンチケット（Lコード51555）
※LINEで「氷見市芸術文化館」を友だち登録し、チケットを購入 ・アーツナビ

・チケットぴあ（Pコード315-465）
・アスネットカウンター　☎076-445-5511
（販売時間10：00～18：00／月曜定休、月曜祝日の場合は翌平日休み）
・プラファショッピングセンター、アルビス氷見店　※一般チケットのみ販売、座席指定不可
※未就学児入場不可。営利目的の転売禁止。
※車いす席の購入については、芸術文化館へお電話ください。
※公演の中止・延期を除き、ご購入済みのチケットの変更・キャンセルはお受けできません。
※チケット販売窓口によって、別途手数料が発生します。予めご了承ください。

チケット購入

日　時 4月4日㈯
場　所　芸術文化館
料　金 一般　7,800円／高校生以下2,500円
　　　　※税込、全席指定、お一人様4枚まで購入可
チケット発売　2月7日㈯　10：00～

昼公演　12：30開演（12：00開場）
夜公演　16：00開演（15：30開場）

松田理奈ニューイヤーコンサート
上質なクラッシックコンサートで、新春の幕開けを！

　令和8年度第1弾の芸術文化館主催公演は、令和7年大みそか放送の第76回紅
白歌合戦で紅組最多の 48回目の出場となる国民的演歌歌手・石川さゆりのコン
サート！
　今回は、ギターやピアノをはじめとする 4人の実力派演奏家と共に「津軽海
峡・冬景色」、「天城越え」、「能登半島」など、多くの人々に愛される名曲の数々
をアコースティックならではの繊細かつ豊かな響きでお届けします。
　日本の歌心を知り尽くし、時代を越えて心に寄り添い続ける石川さゆりの歌声
を、どうぞ心ゆくまでお楽しみください。

©AkiraMuto ©Shigeto Imura

　芸術文化館で開催された「東京フィルハーモニー交響楽団 特別公演」にソリストとして出演し観客を魅了し
たヴァイオリニスト・松田理奈が、2026年新春に、ストラディバリウスを携え、美しく情感豊かな音色をお
届けします。今回は、国際的にも高く評価されているピアニスト・田所光之マルセルとの共演。新春にふさわ
しい華やかで希望に満ちた名曲の数々を気軽にお楽しみください。

チケット
好評販売中！

日　時　1月12日（月・祝）　15：00～（14：15開場）
場　所　芸術文化館
料　金　一般3,500円／高校生以下1,000円　
　　　　※税込、全席指定、お一人様4枚まで

芸術文化館2階事務所、チケット for LINE、
プラファショッピングセンター、アルビス
氷見店にて好評販売中！

8

【問合せ】　環境保全課　☎74-8065
蛍光灯からLED照明への計画的な交換をお願いします

　一般照明用の蛍光灯（蛍光ランプ）は、次のとおり種類ごとに段階的に製造・輸出入が禁止になります。

※1　電球形蛍光ランプのうち30Wを超えるものは2027年1月1日から禁止されます。
※2　ハロりん酸塩を主成分とする蛍光体を用いたものは2027年1月1日から禁止されます。

■ 蛍光灯の使用・販売・購入
は、禁止されません。
■ 蛍光灯を捨てる場合は、ご
みの分別ルールに従って適
正に処分してください。

令和6年能登半島地震　支援情報

　能登半島地震により住家に被害を受けた世帯に対してり災証明の程度に応じて支給する被災者生活再建支援金の
基礎支援金の申請期限は、令和9年1月31日まで延長されました。
　詳しくは市民課までお問い合わせください。

　【延長後の申請期限】　令和8年1月31日　→　令和9年1月31日まで
※これまでに支給を受けた人への追加の支給を行うものではありません。
※住宅の建設、購入、補修、賃借に関する加算支援金の申請期限は令和9年1月31日となっています。

被災者生活再建支援金（基礎支援金）の申請期限の延長 【問合せ】　市民課　☎74-8010

市民課HP

　市では、能登半島地震災害の市内被災者を支援するため、義援金の受付を行っています。

　【義援金の受付期間】　令和9年3月31日まで

義援金の受付期間の延長 【問合せ】　会計課　☎74-8121

会計課HP

　能登半島地震で被災された方が、これまでに、またはこれから住まいの再建に向けて、「住宅の取得」や「空き家
を取得してリフォーム工事を実施する」経費に対して次のとおり補助します。詳しくは、お問い合わせください。
　【対　　象】　 令和6年能登半島地震により居住していた住家が損害を受け、り災証明書の損害程度が半壊以上の

世帯または市から応急住宅の提供を受けた世帯に令和6年1月1日時点で属していた者
〇住宅の取得支援
　【補助対象】　令和6年1月2日から令和9年3月31日までに自ら居住するために住宅を取得した者
　【補助金額】　最大90万円（補助率1／2、1／10）
　【申請期限】　住宅を取得した日から起算して2年以内
　　　　　　　（例：住宅取得が令和6年1月2日の場合は、令和8年1月1日までに申請）
〇空き家住宅のリフォーム支援
　【補助対象】　 令和6年1月2日から令和9年3月31日までに自ら居住するために空き家を取得し、リフォーム工

事を行った住宅所有者（工事が完成した日から1年以内に住宅に居住している必要があります。）
　【補助金額】　上限100万円（補助率1／2以内、千円未満の端数は切り捨て）
　【申請期限】　住宅を取得した日から起算して2年以内 ※被災した建物の改修や増築は補助の対象外となります。

被災者定住マイホーム取得・住宅リフォーム支援補助金 【問合せ】　未来戦略課　☎74-8190

未来戦略課
HP

詳細は環境省ホームページを
ご確認ください。2026年1月1日

 より禁止
2027年1月1日
 より禁止

2028年1月1日
 より禁止

2028年1月1日
 より禁止

電球形蛍光ランプ※1 コンパクト形蛍光ランプ 直菅形蛍光ランプ※2 環形蛍光ランプ※2
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市・県民税の申告が必要な人 所得税の確定申告が必要な人
　
令
和
８
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

住
所
が
あ
る
人
は
原
則
と
し
て
市
・
県

民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
給
与
所
得
・
退
職
所
得
お
よ
び
公
的

年
金
以
外
に
所
得
が
あ
る
人
は
、
確
定

申
告
は
不
要
な
場
合
も
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

申
告
が
不
要
な
場
合

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

市
・
県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

● 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

● 

所
得
が
な
く
、
市
内
に
在
住
す
る
家

族
の
税
法
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

人
● 

給
与
所
得
・
公
的
年
金
に
係
る
所
得

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

● 

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
や
雑
所

得
な
ど
が
あ
っ
た
人
で
、
所
得
の
合

計
額
が
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
人

● 

給
与
所
得
者
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
か

に
当
て
は
ま
る
人

　
・ 

給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を
超

え
る
人

　
・ 

給
与
以
外
の
所
得
金
額
※
１
が

20
万
円
を
超
え
る
人

　
・ 

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
人
で
、
主
た
る
給
与
以
外
の

給
与
収
入
額
と
他
の
所
得
の
合
計

の
み
で
、
給
与
・
公
的
年
金
の
支
払

い
先
な
ど
か
ら
市
へ
支
払
報
告
書

（
源
泉
徴
収
票
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る

人
収
入
が
な
く
て
も
申
告
が
必
要
な
場
合

　
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
人
で
、
次
に
該
当
す
る

場
合
は
、
収
入
が
な
く
て
も
市
・
県
民

税
の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

● 
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

● 
金
融
機
関
・
公
的
機
関
な
ど
に
所

得
・
課
税
証
明
を
提
出
す
る
人

● 

市
か
ら
申
告
が
必
要
と
案
内
が
あ
っ

た
人 額

が
20
万
円
を
超
え
る
人

※ 

1　
退
職
所
得
や
源
泉
分
離
課
税
と
な
る

利
子
所
得
や
配
当
所
得
、
確
定
申
告
を
し
な

い
こ
と
を
選
択
し
た
配
当
所
得
お
よ
び
源
泉

徴
収
選
択
口
座
を
通
じ
て
行
っ
た
上
場
株
式

等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
は
除
き
ま
す
。

　
な
お
、「
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ

て
い
る
が
、
退
職
な
ど
で
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
人
」
や
「
医
療
費
控
除

や
雑
損
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
を
追

加
で
き
る
人
」
は
確
定
申
告
を
す
れ
ば

所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
控
除
は
6

月
の
市
・
県
民
税
の
課
税
に
お
い
て
も

適
用
さ
れ
ま
す
。

申告が必要な人

　
令
和
７
年
分
の
収
入
に
つ
い
て
申
告
が

必
要
な
場
合
を
確
認
し
、
事
前
に
準
備
し

ま
し
ょ
う
。

市役所での申告相談
（確定申告、市・県民税の申告） 税

の
申
告
準
備
は

お
早
め
に

【
問
合
せ
】　
税
務
課　
☎
74-

8
0
4
3

2月5日㈭からLINE予約を始めます！
　詳細は、「広報ひみ」2月号でお知らせします。

期間 2月16日㈪～3月16日㈪

書
か
な
い
確
定
申
告

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

自
宅
か
ら
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

※ 

高
岡
税
務
署
で
の
申
告
相
談（
２
月
16
日
〜
３

月
16
日
）
に
つ
い
て
は
「
広
報
ひ
み
」
２
月
号

で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
来
署
せ
ず
、
自
宅
な
ど

か
ら
申
告
手
続
き
が
完
了
す
る
「
ｅ-

Ｔ

ａ
ｘ
申
告
」
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
自
宅
な
ど

か
ら
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
書
な
ど
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳しくは
こちら

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
で
自
動
入
力

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
す
る
と
、
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
※
１
や
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
、
医
療
費
や
国
民
年
金
保

険
料
な
ど
の
デ
ー
タ
を
一
括
取
得
し
、
確

定
申
告
書
の
該
当
項
目
に
自
動
入
力
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
事
前
準
備
が
必
要
で

す
。
お
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

1　
お
勤
め
先
（
給
与
等
の
支
払
者
）
が
税

務
署
に
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
等
で
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。

詳しくは
こちら

10

準備・申告のポイント

税務署や市役所での申
告には源泉徴収票など
が必要となります

　
平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
、
源
泉
徴
収
票

な
ど
の
添
付
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
税

務
署
な
ど
で
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
場
合

は
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
書
の
第
二
表
に
は
、
源

泉
徴
収
票
な
ど
の
内
容
を
記
載
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

医療費控除を申告には、
明細書の添付が必要とな
ります

　
対
象
と
な
る
医
療
費
は
、
令
和
7
年
1
月

1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
も
の

で
す
。
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
領
収
書
や
医
療
費
通
知
を
整
理
し
て
対
象

と
な
る
金
額
を
集
計
し
、
保
険
金
や
高
額
療

養
費
の
支
給
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

営業・農業・不動産所
得の収支内訳書は、事
前に作成してください

　
令
和
7
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
っ
た
人

は
、
確
定
申
告
書
と
併
せ
て
収
支
内
訳
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
帳
簿
や
領
収
書
な
ど
か
ら
収
入
や
必
要
経

費
を
集
計
し
、
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

要介護認定者は、障
害者控除を受けられ
る場合があります

　
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
た
な
い
65
歳
以
上

の
人
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
、
障
害
者
に

準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
人
は
、
控
除
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

 

問 

福
祉
介
護
課　
☎
74-

8
0
6
7

〈年金を受給している人へ〉
1月に年金の源泉徴収
票が送付されます

マイナンバーカードの更新をお忘れなく

　
１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
「
令
和
７
年
分

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
な
ど
に

必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
は
非
課
税
の
た
め
、
源
泉
徴
収

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問 

高
岡
年
金
事
務
所

 

☎
21-

４
１
８
０
（
自
動
音
声
案
内
）

初めての住宅借入金等特別控除
は税務署で

　
住
宅
の
新
築
や
購
入
、
増
改
築
を
行
い
、
住
宅

ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
は
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
初
め
て
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
確
定
申
告
が

必
要
で
す
。
金
融
機
関
な
ど
が
発
行
す
る
証
明
書

な
ど
、
必
要
書
類
を
準
備
す
る
た
め
に
時
間
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

問 

高
岡
税
務
署

 

☎
21-

２
５
０
１
（
自
動
音
声
案
内
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
、
5
年
と
10
年
の

有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。
有
効
期
限
が
切
れ
る

と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
５
年
更
新

　
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
内
の
電
子
証
明
書
を
更
新
し
ま

す
。
更
新
後
24
時
間
後
か
ら
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
10
年
更
新

　
写
真
を
含
め
て
カ
ー
ド
本
体
を
更
新
し
ま
す
。

新
し
い
カ
ー
ド
が
手
元
に
届
く
ま
で
約
１
か
月
か

か
り
ま
す
。
申
請
は
お
早
め
に
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
ひ
み
11
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

問 

市
民
課　
☎
74-

８
０
５
１

令
和
７
年
度
税
制
改
正
が

 

適
用
さ
れ
ま
す

　
令
和
7
年
12
月
１
日
か
ら
、
令
和
７
年
度
税
制

改
正
が
施
行
さ
れ
、
令
和
７
年
分
以
後
の
所
得
税

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
改
正
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
基
礎
控
除
額
の
見
直
し

　
　

 　
48
万
円
か
ら
58
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。（
合
計
所
得
金
額
２
３
５
０
万
円
超
の
場
合
を

除
く
）な
お
、合
計
所
得
額
が
１
３
２
万
円
以

下
で
あ
れ
ば
引
き
上
げ
後
の
額
は
95
万
円
に

な
り
ま
す
。
令
和
７・８
年
分
に
お
い
て
は
、

６
５
５
万
円
以
下
の
場
合
に
も
額
に
応
じ
た

引
き
上
げ
が
あ
り
ま
す
。

　
②
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

　
　

 　
最
低
保
障
額
が
55
万
円
か
ら
65
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
給
与
収
入
額
１
９
０
万
ま
で

は
給
与
所
得
額
が
低
く
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
③
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設

　
　

 　
年
齢
19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
親
族
を
有
す

る
場
合
に
特
定
親
族
特
別
控
除
が
創
設
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
学
生
世
代
の
扶
養

所
得
要
件
が
48
万
円
か
ら
実
質
的
に
85
万
円

ま
で
拡
大
さ
れ
、
こ
れ
を
超
え
て
も
す
ぐ
に

ゼ
ロ
に
な
ら
ず
１
２
３
万
円
ま
で
は
段
階
的

に
減
る
形
と
な
り
ま
す
。

　
④
扶
養
親
族
等
の
所
得
要
件
の
引
上
げ

　
　

 　
扶
養
控
除
の
対
象
と
な
る
親
族
の
所
得
要

件
が
48
万
円
以
下
か
ら
58
万
円
以
下
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。（
勤
労
学
生
で
は
75
万
円
か
ら

85
万
円
に
引
き
上
げ
）

※ 

市
・
県
民
税
で
は
①
の
基
礎
控
除
の
見
直
し
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
②
〜
④
に
つ
い
て
は
同
様
の
対
応
と
な
り
ま
す
。
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